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　りんごが色づく秋の風物詩「第 31 回 アップル町民駅伝
競走大会」が 10 月 12 日に開催され、11 チームが 25.0
キロ、11 区間をタスキでつなぎました。
　今年のレースは、昨年 3 年ぶり 4 度目となる優勝を手
にした「宮宿Ａ」が軸。午前 9 時 30 分に創遊館前をスター
トすると、序盤は「宮宿Ａ」と「大谷風」、そして「三中」
の 3 チームによる接戦が繰り広げられます。
　その後、抜け出したのは「宮宿 A」。4 区で先頭に立つと、
その後も安定した走りを見せ、2 位の「大谷風」や後続の
チームを徐々に引き離します。タスキはこの順位のままア
ンカーへ引き継がれ、優勝争いはこの 2 チームに絞られま
す。
　最終中継地点における 1 位と 2 位のタイム差は約 4 分。

「大谷風」は箱根駅伝ランナーの桜井豊選手が猛追しまし
たが、最後は「宮宿Ａ」の長岡輝喜選手が 2 分差で逃げ
切りゴール。見事２連覇を達成しました。
　今年は秋晴れの好天に恵まれ、終わってみれば超高速の
レース。1 位の記録は昨年よりも３分以上速く、5 区間で
延べ 15 人が区間新記録をたたき出しました。

10
13

宮宿Ａが 2 年連続 5 回目の優勝

第 31回アップル町民駅伝
順位 チーム名 記録
１位 宮宿Ａ １時間 29 分 46 秒
２位 大谷風 １時間 31 分 36 秒
３位 上郷 １時間 34 分 56 秒
４位 中沢・玉ノ井 １時間 37 分 42 秒
５位 宮宿 B １時間 38 分 50 秒
６位 三中 １時間 39 分 37 秒

■総合成績

区間 選手名 チーム名 記録
１区 (1.5km) 海野　 翼 三中 5 分 46 秒
２区 (3.7km) 鈴木 卓也 宮宿 A  12 分 12 秒
３区 (2.7km) 阿部 慎吾 大谷風 ※ 8 分 49 秒
４区 (1.2km) 太田 迪喜 宮宿 A ※ 4 分 30 秒
５区 (2.2km) 佐竹 尚哉 宮宿Ａ ※ 7 分 03 秒
６区 (1.4km) 佐竹 　柊 上郷 ※ 5 分 26 秒
７区 (3.6km) 鈴木 智彦 上郷 ※11分 00 秒
８区 (1.6km) 菅井 志保 和合水上 6 分 27 秒
９区 (2.3km) 千葉隆一朗 宮宿Ａ ※ 7 分 54 秒
10 区 (1.2km) 若月 麻未 和合水上 ※ 4 分 23 秒
11 区 (3.6km) 桜井    豊 大谷風 10 分 41 秒

■区間賞  ( ※は区間新記録）

　10 月 25 日に行われた朝日中学校の文化祭に、石巻市の
仮設住宅に身を寄せている女川町蟹田・内田の両地区の被
災者が招待され、生徒との絆と交流を深めました。
　「中学生の自分たちなりの被災者支援」として、一昨年か
ら両地区の住民と文通を行っている同校。「震災、そして被
災者の皆さんのことを、私たちは忘れません」というメッセー
ジを送ることで、傷ついた心を励まそうと始めたもので、文
通はその後、互いの街を行き来する交流へと発展しています。
　今回は約 20 人が来訪し、総合学習で茶道を学んだ 3 年
生がお茶を振る舞ったほか、合唱コンクールでは自慢の歌声
を披露。さらには、過去に生徒会の役員などを務めていた約
10 人の卒業生も駆けつけ、文通相手との再会を喜びました。
　11月 22 日には一年生が育てた「復興りんご」を持参し、
仮設住宅を訪問。交流のお礼に元気な歌声を響かせます。朝
日中の阿部進悦校長は「活動を継続できているのは、地域の
ご支援があるからこそ。りんごの提供や募金等で協力いただ
いた方々にあらためて感謝申し上げます」と話していました。

10
25

石巻市の仮設住宅で暮らす女川町の被災者を招待

絆と交流深めた朝日中文化祭

　朝日町の豊かな食材を使ったコース料理を朝日町ワイン
で楽しむ晩餐会「デリシャスナイト」が 11 月 8 日、開発セ
ンターホールで開かれました。
　食を通じた健康づくりを進めるボランティア組織「町食
生活改善推進協議会（志藤一枝会長）」が主催し、料理はす
べて会員手作りによるもの。あっぷるニュー豚の串カツや
甘辛ソースで味付けしたハヤのフリット（揚げ物）、そのほ
か町内産りんごのピザやダチョウの卵で作られたアイスク
リームなどが振る舞われ、120 人の参加者が朝日町ならで
はの食を堪能しました。
　今回の企画は村尾隆介町ブランド化推進プロデューサー
がサポートし、若手町職員らによる町ブランディングチー
ムもバックアップ。装飾や照明などにもさまざまな工夫が
施され、精一杯のおもてなしで来場者を迎えました。ある
参加者は「料理といい雰囲気といい、味わったことのない
晩餐会。お母さん方による手作りの料理に温かさを感じま
した」と満足げな表情を浮かべていました。

11
８

豊かな町の食材を朝日町ワインで楽しむ晩餐会

デリシャスナイトあさひまち
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「お菓子をくれなきゃいたずらするぞ！」

　町 ALT マーティー先生による国際交流イベント「Trick or 
Treat！part2」が 10 月19 日、宮宿商店街で行われ、約 40
人の子どもたちが参加しました。
　かぼちゃのお化けや魔女、侍などに身を包んだ子どもたち
は、「Trick or Treat！（お菓子をくれなきゃイタズラするぞ）」
の掛け声で各お店を訪ね、お菓子をおねだり。手提げ袋にた
くさんのお菓子を詰め込んで嬉しそうな様子でした。

10
19 商店街でハロウィンを楽しむ

　10 月 19 日、朝日中３年生の親子学年行事として、ぶど
うの収穫体験会が朝日町ワイン内の園地で行われ、54 組の
親子が参加しました。町の特産品であるワインを通じて郷
土理解と愛着を深めようと行われているもので、収穫され
たのは「メルロー」という赤ワインの原料。このブドウから
造られるワインは６年後の成人式で贈られることになって
おり、久々に再会する仲間同士で大人の味を楽しみます。

10
19

6 年後の成人式でワインが贈られます

朝日中 3 年生ブドウ収穫体験

真剣なまなざしはアーティストそのもの

　10 月19 日、いもがわ少年教室「木の実を使って、“マイ
置き物”を作ってみよう！」が西部公民館で開催され、8 組
14 人の親子が参加しました。松の実やどんぐり、流木やドラ
イフラワーなどの自然の素材を使ってオリジナル置き物をつ
くろうというこの教室。講師の安藤美智子さん（宇津野）の
アドバイスを元に、集中して材料を組み合わせていく子ども
たち。その真剣なまなざしはアーティストそのものでした。

10
19 木の実でオリジナルの置き物作り

　友好の町・宮城県七ヶ浜町と当町の小学生による「海の子・
山の子交流会」の「山の集い」が 10 月 18 日行われ、りん
ごの収穫やいも煮などを通じて友情と交流を深めました。
　今年は七ヶ浜町立亦

え き

楽
ら く

小学校の 5・６年生 31 人が来町し、
大谷小の 5・６年生 33 人が参加。児童たちは舟渡地内の園
地で旬のシナノスイートのもぎ取りを楽しんだあと、学校敷
地内で芋煮会を開き、山形の秋の味覚を満喫しました。

10
18

りんごの収穫と芋煮会で深める友情と交流

海の子・山の子交流会

　県シルバー人材センター連合会による今年度の安全就業推
進大会が 10 月８日、山形市で開催され、朝日町シルバー人
材センターが安全就業特別賞（６年間無事故）の表彰を受け
ました。
　10 月９日、町長室を訪れた同センターの藤沢盛治理事長。
川口副町長に日頃の安全確保の取り組みを報告するとともに、
無事故期間のさらなる更新を誓いました。

10
9

町シルバー人材センターが 6 年間無事故

「安全就業特別賞」を受賞

　朝日町建設総合組合（安藤英雄組合長）による「感謝ボランティ
ア」が 10 月13日行われました。日頃仕事を受けている町民へ
の感謝と、地元職人のＰＲなどを目的に実施されているもので、
75 歳以上の一人・二人暮らし世帯の希望者を対象に、家屋や
建具の修繕、庭木の手入れなど熟練の技能を無償で提供してい
ます。今年は 62 人、87 箇所の申し込みがあり、約 30 人の組
合員が対応。高齢者世帯の住環境整備に一役買いました。

10
13

高齢世帯に職人の技術を無償提供

町建設総合組合「感謝ボランティア」

　10 月 23 日から 24 日にかけて上山市で開催された「全国
棚田サミット」の参加者約 300 人が 23 日椹平を訪れ、山形
を代表する美しい棚田を楽しみました。「近くに最上川が流れ、
背後には山並みが広がるすばらしい景観」と話すのは栃木県
茂木町からの参加者。耕作者の家族で構成する「棚田ママの
会」が手作りのこんにゃくや旬のりんごでもてなし、観光ス
ポットとしても人気が高いことをアピールしました。

10
23 山形を代表する棚田にうっとり

全国棚田サミットの参加者が椹平を見学

岸優
ゆ う

翔
と

くん、夏
な つ

輝
き

くん兄弟がそろって活躍

　10 月 26 日、山形市で行われた「東北極真カップ空手道
選手権大会」の型の部で、岸優翔くん（大谷小 5 年 / 栗木沢）、
夏輝くん（同 2 年）兄弟がそれぞれ 3 位に入賞しました。
　約 300 人の出場者のうち、型の部には約 100 人がエント
リー。各階級ごとに優勝を争いました。大江町の道場で稽古
に励む 2 人。キャリア 1 年半での活躍だけに、今後のさら
なる成長が期待されます。

10
26 空手の東北大会で 3 位入賞
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「
群
青
の
タ
ン
デ
ム
」長

岡 

弘
樹 

著

　
警
察
学
校
で
の
成
績
が
同
点
で
１
位

だ
っ
た
耕
史
と
史
香
。
彼
ら
は
卒
配
後

も
手
柄
を
争
い
、出
世
を
し
て
い
く
が
、

な
ぜ
２
人
は
張
り
合
い
続
け
る
の
か
？

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
『
教
場
』
に
つ
づ
く
異

色
の
警
察
小
説
。著
者
は
山
形
市
出
身
。

第
25
回
ひ
ろ
す
け
童
話
賞
受
賞
作

「
た
っ
く
ん
の
あ
さ
が
お
」

西
村 

友
里 

作
／
岡
田 

千
晶 

絵

　
４
月
か
ら
１
年
生
に
な
っ
た
友
子
。

ひ
と
つ
だ
け
心
配
な
こ
と
は
、
隣
の
席

が
た
っ
く
ん
だ
と
い
う
こ
と
。
た
っ
く

ん
は
大
き
く
て
力
が
強
く
て
ち
ょ
っ
と

こ
わ
い
の
で
す
。あ
る
日
、友
子
は
た
っ

く
ん
の
朝
顔
の
植
木
鉢
を
倒
し
て
し

ま
っ
て
…
。

【
そ
の
他
の
新
刊
】

▼
き
ょ
う
の
で
き
ご
と
、
十
年
後
／
柴

崎
友
香　
▼
湖
底
の
城　
５
巻
／
宮

城
谷
昌
光　
▼
私
家
本
椿
説
弓
張
月

／
平
岩
弓
枝　
▼一
人
っ
子
同
盟
／
重

松
清　
▼
フ
ォ
ル
ト
ゥ
ナ
の
瞳
／
百
田

尚
樹　
▼
歌
舞
伎
町
ダ
ム
ド
／
誉
田

哲
也　
▼
Ｒｅ
ｄ
／
島
本
理
生　
▼
昨

日
の
ま
こ
と　

今
日
の
う
そ
／
宇
江

佐
真
理　
▼
関
所
破
り
定
次
郎
目
籠

の
お
練
り
／
佐
藤
雅
美　
▼
繁
栄
の

昭
和
／
筒
井
康
隆　
▼
ほ
ん
と
う
の

花
を
見
せ
に
き
た
／
桜
庭
一樹　
▼
ツ

イ
ッ
タ
ー
で
学
ん
だ
い
ち
ば
ん
大
切
な

こ
と
／
ビ
ズ
・
ス
ト
ー
ン　
▼
ホ
ク
ト

の
き
の
こ
レ
シ
ピ
／
ホ
ク
ト　
▼
き
の

こ
の
常
備
菜
／
信
太
康
代　
▼
き
の

こ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
／
根
田
仁　
▼
毒
き

の
こ
／
新
井
文
彦　
▼
沈
黙
の
書
／

乾
石
智
子　
▼
好
き
な
ナ
プ
キ
ン
で
つ

く
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
雑
貨
／
く
ま
が
い

な
お
み　
▼
マ
ッ
サ
ン　
上
／
羽
原
大

介　
▼
リ
タ
と
マ
ッ
サ
ン
／
植
松
三
十

里　
▼
瞳
の
犬
／
新
堂
冬
樹　
▼
黄

泉
坂
の
娘
た
ち
／
仁
木
英
之　
ほ
か

町
立
図
書
館
新
刊
案
内

【ブックテーマコーナー】
特集「秋の夜長のこの一冊。読書の
秋を満喫しよう」

　

去
年
６
月
に
朝
日
町
に
や
っ
て
来

た
私
も
、
言
葉
や
気
候
、
町
の
こ
と
に

慣
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
秋
は
と
て
も

う
れ
し
い
こ
と
が
二
つ
あ
り
ま
し
た
。

　
一
つ
目
は
９
月
下
旬
の
町
民
登
山
で

朝
日
連
峰
の
主
峰
、
大
朝
日
岳
に
登
頂

で
き
た
こ
と
で
す
。
途
中
何
度
か
く
じ

け
そ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
素
晴
ら
し

い
紅
葉
と
山
並
み
が
私
に
元
気
を
く
れ

ま
し
た
。
朝
日
連
峰
の
素
晴
ら
し
さ
を

実
感
し
た
貴
重
な
経
験
で
し
た
。

　
そ
し
て
二
つ
目
は
、
椹
平
の
棚
田
で

の
米
作
り
で
す
。
思
え
ば
昨
年
の
今

頃
、
無
謀
に
も
「
米
作
り
が
し
た
い
」

と
ウ
サ
ヒ
の
中
の
人
（
佐
藤
恒
平
町

情
報
交
流
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）
に
言
っ
た

私
。
役
場
の
農
林
振
興
課
、
椹
平
の

棚
田
保
存
会
の
方
々
の
協
力
で
、
ス

ム
ー
ズ
に
田
ん
ぼ
を
借
り
る
こ
と
が

で
き
、
ウ
サ
ヒ
と
一
緒
に
挑
戦
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
５
月
に
田
植
え
を
終
え
て
か
ら
稲

は
す
く
す
く
と
育
ち
、
９
月
に
刈
り
取

り
。
稲
杭
で
天
日
干
し
し
た
あ
と
10

月
21
日
に
精
米
し
、
半
年
間
の
作
業

が
完
了
し
ま
し
た
。
一
連
の
作
業
は
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
ウ
サ
ヒ
の
コ
ー

ナ
ー
で
随
時
レ
ポ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
さ
っ
そ
く
東
京
に
住
む
友
人
に
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
た
と
こ
ろ
、
驚
き
の
コ
メ
ン

ト
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。「
生
産
者
が
分

か
る
食
べ
物
を
口
に
す
る
の
は
初
め
て
」

―
―
。
朝
日
町
に
移
住
し
て
以
来
、
私

は
米
や
野
菜
、
果
物
か
ら
、
時
に
は
肉
、

卵
に
至
る
ま
で
町
の
方
が
作
っ
た
も
の

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
そ
れ

は
当
た
り
前
の
こ
と
じ
ゃ
な
い
の
だ
と

気
が
つ
き
ま
し
た
。

　
「
簡
単
に
で
き
る

食
べ
物
な
ん
て
な

い
」
―
―
。
手
間

暇
か
け
た
農
作
物

を
お
す
そ
わ
け
し

て
も
ら
っ
て
い
る
こ

と
に
あ
ら
た
め
て

感
謝
し
、
新
米
を

い
た
だ
き
ま
す
。

桃色ウサヒの「中の人」こと、佐藤恒平町情報交流アドバ
イザーと町地域おこし協力隊、緑のふるさと協力隊員によ
る連載コーナー。日々の活動や朝日町での暮らしを語ります。

「椹平でコメ作りを体験しました」
地域おこし協力隊員　橋 本   蕗 ( 埼玉県出身）

９月、ウサヒと一緒に稲刈り

ひ
め
さ
ゆ
り

俳
句
大
会

佐
竹 

伸
一
氏

　

金
賞
の
菅
井
さ
ん
の
句
。
素
振
り

に
打
ち
込
む
菅
井
さ
ん
の
様
子
や
思

い
が
よ
く
分
か
る
作
品
と
な
っ
て
い
ま

す
。
一
振
り
一
振
り
の
、
風
を
切
る
竹

刀
の
音
ま
で
聞
こ
え
て
き
そ
う
で
す
。

銀
賞
の
阿
部
さ
ん
の
句
は
、
す
ず
が

踊
っ
て
い
る
と
表
現
し
た
と
こ
ろ
が
見

事
で
す
。
体
験
し
た
り
よ
く
見
た
り
し

て
い
な
け
れ
ば
、
思
い
つ
か
な
い
言
葉

で
す
。
同
じ
く
、
峯
田
さ
ん
の
句
は
、

作
者
の
や
さ
し
さ
が
滲
み
で
て
い
る
作

品
で
す
。
ラ
ン
ド
セ
ル
が
単
な
る
物
で

は
な
く
、
大
切
な
友
と
し
て
扱
わ
れ
て

い
る
こ
と
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。ま
た
、

菊
地
さ
ん
の
銀
賞
句
か
ら
も
、
お
じ
い

ち
ゃ
ん
と
作
者
の
仲
の
良
さ
が
よ
く
分

か
り
ま
す
。
二
度
繰
り
返
さ
れ
る「
中
」

と
い
う
言
葉
が
、
こ
の
句
に
リ
ズ
ム
感

を
与
え
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
低
学
年
の
み
な
さ
ん
の

句
に
佳
句
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ

は
、
俳
句
に
す
る
素
材
を
よ
く
見
つ
め

て
、
素
直
に
表
現
で
き
た
か
ら
だ
と
思

い
ま
す
。
そ
の
時
の
様
子
や
思
い
を
表

現
す
る
具
体
的
な
一
言
を
見
つ
け
出
せ

れ
ば
、
が
ん
ば
る
と
言
わ
な
い
で
が
ん

ば
り
が
、
お
い
し
い
と
言
わ
な
い
で
お

い
し
さ
が
分
か
る
俳
句
が
で
き
ま
す
の

で
、
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

岩
﨑 

た
か
彦
氏

　
金
賞
に
選
ん
だ
若
月
さ
ん
の
句
。
田

園
で
う
る
さ
い
ほ
ど
鳴
い
て
い
る
カ
エ

ル
た
ち
の
声
、
合
唱
し
て
い
る
と
も
い

え
る
し
、
そ
れ
を
田
園
の
中
の
楽
譜

と
見
て
歌
っ
て
い
る
ん
だ
と
思
っ
た
こ

と
。
こ
れ
は
す
ば
ら
し
い
発
想
・
発
見

で
す
よ
。
五・七・五
の
リ
ズ
ム
も
い
い

し
感
心
し
ま
し
た
。

　
銀
賞
と
し
た
渡
邉
さ
ん
の
句
。“
風

光
る
”
の
春
の
季
語
が
効
い
て
い
る
。

二
点
も
ゴ
ー
ル
し
た
痛
快
な
気
分
が
輝

い
て
い
る
。
銀
賞
の
細
谷
さ
ん
の
句
。

風
鈴
の
チ
リ
ン
チ
リ
ン
の
音
を
“
な
つ

の
お
と
”
と
表
現
し
た
の
が
い
い
。
も

う
一
つ
の
銀
賞
堀
さ
ん
の
句
。
落
葉
が

す
れ
る
音
を
聴
い
て
合
唱
し
て
い
る
と

感
じ
た
心
情
、
い
い
で
す
ね
―
。

　
俳
句
で
は
季
節
の
旬
を
表
す
言
葉

を
季
語
と
い
い
ま
す
。
季
語
は
句
の
中

で
一つ
だ
け
使
う
の
で
す
。“
ふ
き
の
と

う
”
と
言
え
ば
春
を
表
現
し
て
い
る
の

で
す
。
暑
い
、
夏
休
み
、
プ
ー
ル
、
氷

な
ど
も
み
ん
な
夏
を
表
現
し
て
い
る
季

語
で
す
。
季
語
は
句
の
中
に
一つ
で
す
。

そ
の
点
か
ら
言
え
ば
、
お
し
い
句
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。 

▼
金
賞
（
佐
竹 

伸
一
氏 

選
）

夏
の
夜
の
素
振
り
に
込
め
し
我
の
意
志	

朝
日
中
３
年　

菅
井 

芽
衣

▼
金
賞
（
岩
﨑 

た
か
彦
氏 

選
）

田
ん
ぼ
に
は
カ
エ
ル
の
歌
の
楽
譜
あ
り	

西
五
百
川
小
６
年　

若
月 

琢
馬

▼
銀
賞
（
佐
竹 

伸
一
氏 

選
）

し
し
お
ど
り 

は
ね
る
と
す
ず
が 

お
ど
っ
て
る

西
五
百
川
小
２
年　

阿
部  

な
な
み

ラ
ン
ド
セ
ル
わ
た
し
と
い
っ
し
ょ
に
夏
休
み

宮
宿
小
２
年　

峯
田  

結
羽

か
や
の
中
じ
い
ち
ゃ
ん
と
ぼ
く
夢
の
中

宮
宿
小
６
年　

菊
地  

健
人

▼
銀
賞
（
岩
﨑 

た
か
彦
氏 
選
）

か
ぜ
ふ
い
て
チ
リ
ン
チ
リ
ン
と
な
つ
の
お
と

宮
宿
小
１
年　

細
谷  

叶
汰

サ
ッ
カ
ー
で
得
点
二
点
風
光
る

宮
宿
小
６
年　

渡
邉  

遥
稀

落
ち
葉
た
ち
小
さ
な
森
の
合
唱
団

大
谷
小
５
年　

堀　

俊
介

　
町
内
小
中
学
生
を
対
象
に
し
た
ひ
め
さ
ゆ
り
俳
句
大
会

が
今
年
も
実
施
さ
れ
、応
募
総
数
１
０
３
１
句（
４
７
１
人
）

の
審
査
結
果
が
こ
の
ほ
ど
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
審
査
員
は
日
本
現
代
俳
句
協
会
員
の
佐
竹
伸
一
氏
（
常

盤
）
と
山
形
県
俳
句
協
会
員
の
岩
崎
孝
彦
氏
（
高
田
）
が

務
め
、
次
の
句
が
金
賞
・
銀
賞
に
選
ば
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
ほ
か
の
入
選
作
品
に
つ
い
て
は
、
今
後
お
知
ら
せ
板
で

紹
介
し
ま
す
。 第17 回

審
査
を
終
え
て

16
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売り手として、お客さまに「約束」していることは何ですか？

「ブランドとは『約束のこと』」という、ひとつの定義があります。

売り手として買い手に約束している品質や接客レベルがあり、常にそれらが守られている。

「そういう会社・お店・市町村はブランドと呼ぶに値する」というわけです。

たとえば＜マクドナルド＞は売り手として、買い手である私たちに約束してくれています。

モノやサービスの内容は、どの店舗も同じ。店長不在でも接客レベルは安定しています。

店内に掲示されてはいませんが、そういった“約束事”がスタッフ全員に浸透しているのです。

約束が守られていれば「安定感」が生まれ、その安定感はリピートやクチコミを促します。

行くたびに味や接客レベルが違うお店は怖くて人に紹介できません。リピートもできませんね。

ブランド化には、「売り手が買い手に約束をする。安定的に守る」という姿勢が不可欠です。

近年では、売り手の約束事がレジ横やホームページでも明確に示されることも増えました。

盛岡のタクシー会社は車内に約束を掲示し「怠ったら全額返金します」とまで明記しています。

では、私たちの約束事は？ 会社・お店・役所、また町全体の単位で考えてみましょう。

ブランド化を進める朝日町。各所で約束事が掲げられ、安定的に守られていると素敵です。

この約束事のことを専門的には「ブランドプロミス」といいます。箇条書きの場合が多いです。

ブランドプロミスに熱心・真摯な町なんて知りません。朝日町が第１号になると嬉しいですね！

　会社や商店、飲食店や農家の皆さん、ブランド化で売り上げや
利益アップを目指しませんか。村尾氏が各種ご相談をお受けしま
す。この先1カ月の開催は右の通りです。

▶相談申込み・問合せ先　政策推進課　☎６７－２１１２

ブランドづくり相談会

売り手として、お客さまに

「約束」していることは何ですか？

第７回

連載：あさひまちファンを全国につくっていこう！
　by　 朝日町ブランド化推進プロデューサー　村尾隆介

会社やお店、農家等のための

　
こ
ん
に
ち
は
♪
保
健
師
の
川

村
で
す
。

　
み
な
さ
ん
は
上
の
タ
イ
ト
ル

を
見
て
ど
う
思
い
ま
す
か
？
平

成
24
年
度
に
町
の
健
康
診
断
を

受
け
た
女
性
の
う
ち
、
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓

脂
肪
型
肥
満
）
と
診
断
さ
れ
た

人
、
も
し
く
は
そ
の
一
歩
手
前

の
人
の
割
合
は
11
・
６
％
で
、

な
ん
と
県
内
で
最
も
高
い
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
メ
タ
ボ
解
消
の
た
め
に
は
、

食
事
・
運
動
・
禁
煙
な
ど
が
必

要
で
す
。
運
動
習
慣
に
関
す
る

町
の
調
査
で
は
、
週
２
回
30
分

以
上
運
動
し
て
い
る
人
は
全
体

の
３
割
程
度
と
い
う
結
果
が
出

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
回
は

楽
し
み
な
が
ら
運
動
し
て
い
る

グ
ル
ー
プ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
今
年
夏
に
発
足
し
た
こ
の
グ

ル
ー
プ
は
、
木
曜
日
の
夜
に
創

遊
館
に
集
ま
り
、
約
30
分
程
度

ポ
ー
ル
を
使
っ
た
ノ
ル
デ
ィ
ッ

ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
行
っ
て
い

ま
す
。「
ポ
ー
ル
を
使
う
と
歩
く

姿
勢
が
良
く
な
り
、
早
く
歩
け

る
。
普
通
に
歩
く
よ
り
も
疲
れ

に
く
い
」
と
あ
る
参
加
者
。「
１

人
よ
り
も
２
人
、
２
人
よ
り
も

３
人
…
。
楽
し
く
歩
け
る
か
ら

無
理
な
く
続
け
ら
れ
る
ん
で
す
」

　
運
動
は
続
け
る
こ
と
で
効
果

が
出
て
く
る
も
の
で
す
。
み
な

さ
ん
も
楽
し
く
続
け
ら
れ
る
運

動
習
慣
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
１
人
よ
り
み
ん
な
で
歩
き
た

い
方
は
ぜ
ひ
ご
一
緒
に
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。
役
割
分
担
も
出

欠
確
認
も
な
い
グ
ル
ー
プ
で
す

の
で
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

▼
集
合
日
時　

　
毎
週
木
曜
午
後
７
時
30
分
～

▼
集
合
場
所　
創
遊
館
前

（
※
雨
天
の
場
合
は
中
止
）

▼
問
合
せ
先

　
健
康
福
祉
課 

健
康
推
進
係

☎
67-

２
１
１
６

今月の担当… 川村 美里 保健師

女性のメタボが県内トップ！
～運動習慣を見直そう～

ノルディックウォーキングを楽しむグループ

日 月 火 水 木 金 土
１1/16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30 12/1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20

注）  　　 →午後のみ → ブランド大学開講日

新宿区にある薬師堂の本尊。一木割矧造（いちぼくわりはぎづくり）、漆
箔（しっぱく）を施しており、面相きわめて優雅で気品にあふれ、衣紋（え
もん）も流れるように美しい仏像です。高さは100cm。制作年代は平
安後期、作者は地方仏師によるものであろうと考えられています。慈恩
寺の仏像とほぼ同じ年代で、県内でも数少ない貴重な仏像の一つです。

木造薬師如来立像第6回

（彫刻／平成５年指定）県指定有形文化財

本堂には薬師如来のほか、日光菩薩と月光菩薩、そして十二神
将とよばれる薬師如来の護衛隊も安置されているんだ。十二神
将は十二支に割り当てられ、一日をそれぞれ 2 時間ずつ分担し
て如来様を守っているんだって。とても怖い顔をしているけど、
頭の上にはかわいい干支の動物が乗っていて、心惹かれます。

頭の上には干支の動物。薬師如来を守る十二神将
ウサヒの眼

朝
日
町

探訪化財文
あさひまちおたからたんぼう

11月 9 日、西村山駅伝競走大会に出場しました。
任されたのは寒河江市白岩から河北町谷地までの
13.6 キロ。駅伝は初めてでしたが、朝日町チームの
一員として参加でき、うれしく思います（村尾隆介）。
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月
７
日
、
創
遊
館
で
青

少
年
健
全
育
成
町
民
大

会
が
あ
り
、
三
浦
清
一
郎
氏
に

よ
る
記
念
講
演
「
育
て
よ
う
生

き
る
力
～
私
た
ち
が
す
る
べ
き

こ
と
」
を
拝
聴
い
た
し
ま
し
た

（
８
頁
に
記
事
）。

　
「
生
き
る
力
の
基
礎
は
体
力
、

困
難
に
耐
え
さ
せ
負
荷
を
与
え

よ
」「
困
難
菌
を
投
与
せ
よ
」
と

い
う
言
葉
に
同
感
い
た
し
ま
し

た
。「
か
わ
い
い
子
に
は
旅
を
さ

せ
よ
」と
か「
獅
子
の
子
落
と
し
」

な
ど
の
故
事
こ
と
わ
ざ
も
あ
り

ま
す
。

　

し
か
し
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

子
育
て
中
の
お
父
さ
ん
、
お
母

さ
ん
た
ち
は
、
か
わ
い
い
我
が

子
に
困
難
菌
を
投
与
で
き
る
で

し
ょ
う
か
。
な
か
な
か
難
し
い

で
す
よ
ね
。

　
そ
こ
で
私
は
、
子
ど
も
た
ち

に
登
山
の
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
て

欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

朝
日
町
に
は
身
近
に

朝
日
連
峰
が
あ
り
ま
す
。

大
朝
日
岳
を
眼
前
に
望

む
鳥
原
山
、
巨
木
ク
ロ

ベ
の
あ
る
上
倉
山
は
小

学
校
の
低
学
年
で
も
無

理
の
な
い
距
離
で
あ
り
、

高
学
年
に
な
れ
ば
大
朝

日
岳
も
登
頂
で
き
ま
す
。

　
登
山
の
良
さ
は
、山
々

の
美
し
さ
、
景
観
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
歩

一
歩
前
に
進
む
こ
と
の
大
切
さ

を
教
え
て
く
れ
る
の
で
す
。
麓

か
ら
見
上
げ
れ
ば
遙
か
彼
方
に

見
え
た
頂
に
自
分
の
足
で
到
達

で
き
た
達
成
感
は
、
普
段
の
生

活
の
中
で
も
、
学
校
生
活
、
社

会
生
活
の
中
で
も
強
い
心
の
支

え
に
な
り
ま
す
。

　
登
山
は
、
困
難
菌
に
立
ち
向

か
う
免
疫
、
強
い
心
を
育
て
て

く
れ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

重
な
ご
意
見
、
そ
し
て

大
会
へ
の
ご
出
席
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が

生
き
る
力
を
育
む
た
め
に
は
、

登
山
を
は
じ
め
と
し
た
自
然
体

験
を
積
む
こ
と
が
と
て
も
大
事

で
す
。
町
の
各
学
校
や
公
民
館

な
ど
で
も
様
々
な
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
充
実
さ

せ
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
教
育
文
化
課
】

10

貴

「
困
難
体
験
」
が
子
ど
も
た
ち
の
「
生
き
る
力
」
を
育
む
。

子
ど
も
た
ち
に
「
登
山
」
の
チ
ャ
ン
ス
を
。

　ＹＴＳ（山形テレビ）が主催する「山形ふるさとＣＭ大賞」
が今年も実施され、11 月 11 日山形市内で公開審査会が行わ
れました。今年の朝日町の作品は、「俯瞰」がキーワード。ラ
ジコンヘリを使った空撮映像を元に、子どもたちに広い視野を
持つ大切さをよびかけています。
　番組は 12 月２日の午後 7 時から放送予定。今年は朝日町が
県内 35 市町村の最後に登場します。お楽しみに！

　平成 24 年より「友好の町」として提携している宮城県七ヶ浜町。11
月 9 日に開催された「第 15 回ボッケと収穫祭」に、朝日町観光協会が
町特産品を持参し、物産による交流を深めました。
　今回で３回目の参加となる同祭には、Asahi 自然観と小さな企業協同組
合がふじりんごや朝日町ワイン、キノコや玉こんにゃくを販売。朝日町観光
協会は観光 PR として旬を迎えた無袋りんご 300 個をプレゼントしました。
　りんごを求めに訪れた七ヶ浜町民の方は、「朝日町の皆さんからは復興
ボランティアでお世話になりました。りんごやワインは絶品です。海と山
の特産品の交流が今後も続くといいですね」と笑顔で語ってくれました。

空
撮
映
像
で
町
を
「
俯
瞰
」。

広
い
視
野
を
持
つ
大
切
さ
を
伝
え
る 第 15 回山形ふるさとＣＭ大賞

〜 七ヶ浜町の物産イベントで観光 PR 〜どんどん広がる海と山の交流

みなさんからのおたよりなどでつくるコーナーです。

町に対する意見や要望、質問、提案などをお寄せください。
無記名での投書に対しては、事実関係の確認が難しく、
回答できない場合もありますので、ご了承ください。

〒 990-1442　朝日町大字宮宿 1115 番地
　　　　　　　 朝日町役場 政策推進課 地域情報係☎ 67-2112
　　　　　　　メール／ inform@town.asahi.yamagata.jp

10 月１日～ 10 月 31日届出

保護者名性別
すこやかに

区　名 出生児氏名

助ノ巻　　鈴　木　橙
とう

　吾
ご

　　男　　俊吾・　旬　
八ツ沼　　佐　竹　姫

ひめ
　夢

ゆ
　　女　　竜一・杏奈

Births

人口と世帯数Population
●平成２6年 １０月３１日   現在

（※外国人を含む）

　人　口 ７，５９５ 人 (－ １０)
　　　男 ３，７５１ 人 (－   ７)

　　女 ３，８４４ 人 (－   ３)
　世帯数 ２，５０２ 世帯 (＋   ４)

------ 10月中の異動 ------
出生 　  ２人 　 転入 　　４人
死亡　 １２人    転出 　　４人

※（　）内は先月比

区　名 死亡者氏名

　平　　　　佐　藤　正　樹　　　秀　幸
前田沢　　　阿　部　　　久　　　　　一
前田沢　　　菅　井　敏　子　　　政　夫
元　町　　　阿　部　新　助　　　信　行
古　槇　　　清　野　和　子　　　和　夫
大　町　　　若　月　千惠子　　　勇　夫
大谷六　　　堀　　　り　ん　　　　正　
中　沢　　　五十嵐　清之助　　　英　史
立　木　　　松　田　鈴　雄　　　本　人
大谷三　　　柏　倉　儀　一　　　あきゑ
栗木沢　　　遠　藤　たけよ　　　正　一
　宿　　　　佐　藤　きよ　　　　勝　　

やすらかにObituaries
世帯主名

大朝日岳（1871ｍ）を目指す町内小学校の親子行事

こ



「引力バーガー」
朝日町ご当地ハンバーガー誕生

りんごとあっぷるニュー豚の「引力」で
全国から注目される存在に！

あ
っ
ぷ
る
ニ
ュ
ー
豚
を
Ｐ
Ｒ
す
る
の
ぼ
り
旗

総合交流拠点施設の目玉商品に
　来年秋、和合地区にオープンを予定
している朝日町総合交流拠点施設。その
目玉商品の一つとして、町産業創造推進
機構 (代表…鈴木町長 )が開発を進めて
いたご当地ハンバーガーがこのほど完成
し、「引力バーガー」としてデビューしま
した。
　朝日町の放牧ブランド豚「あっぷる
ニュー豚」の肉を100％使用して作った
パテと、スライスしたりんごが特徴。「パ
テはふっくらジューシーでデミグラス
ソースと相性抜群！ほんのりとりんごが
香る一品に仕上がっています」――。機

構で開発を担当した阿部裕子開発技術普
及員（＝写真）はこう太鼓判を押します。

　名前の由来は、あっぷるニュー豚の
キャッチコピー「脂がうまい、旨さの万
有引力」を活用。多くの人をひき付ける、
全国から注目されるご当地バーガーに
なっていくことを期待したものです。
　10月19日に開催された豊玉姫まつり
でデビューし、限定50食を販売したと
ころ、行列ができる人気ぶりで、50分
ほどで完売となりました。今後は産業ま
つりで販売する予定ですのでぜひご賞味
ください。（※1日300食限定）

 問合せ先　町産業創造推進機構 ☎８５－０４１５

　
11
月
１
日
、
町
制
施
行
60
周
年
を
迎

え
た
町
は
地
元
紙
に
全
面
広
告
を
掲
載

し
ま
し
た
（
３
頁
に
転
載
記
事
）。
中

央
に
真
っ
赤
な
り
ん
ご
を
配
置
し
た
レ

イ
ア
ウ
ト
、
訴
求
力
を
高
め
た
文
章
は

お
か
げ
さ
ま
で
町
内
外
多
く
の
方
々
か

ら
評
価
の
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
ふ
り
か
え
れ
ば
私
た
ち
の
歴
史
は

ユ
ニ
ー
ク
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
連
続
で
し

た
」
―
―
。
広
告
は
こ
の
一
文
か
ら
始

ま
っ
て
い
ま
す
が
、
今
回
の
広
告
自
体

も
チ
ャ
レ
ン
ジ
そ
の
も
の
で
し
た
。
と

言
う
の
も
、
今
年
度
は
当
町
だ
け
で
な

く
多
く
の
市
町
村
が
60
周
年
を
迎
え
て

お
り
、
記
念
広
告
を
出
し
て
い
る
か
ら

で
す
。
そ
の
中
で
い
か
に
し
て
朝
日
町

「
ら
し
さ
」
を
出
し
て
い
く
の
か
―
―
。

検
討
を
重
ね
る
ほ
ど
、
内
容
は
シ
ン
プ

ル
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
文
章
は
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
続
け
る
町

朝
日
町
民
一
同
」
で
締
め
く
く
ら
れ
て

い
ま
す
。
私
自
身
、
今
後
も
挑
戦
す
る

気
持
ち
を
忘
れ
ま
い
と
肝
に
銘
じ
た
と

こ
ろ
で
す
。 

佐
久
間　
淳

春夏秋冬
編集後記

60周年記念広告に込めた

「朝日町」らしさ

産業まつり（11/22、23）で
販売


